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　三
月
の
「
帆
手
祭
」、七
月
の
「
み

な
と
祭
」
と
共
に
当
神
社
氏
子
三
祭

に
数
え
ら
れ
る
花
ま
つ
り
。
今
年
は

四
月
二
十
六
日
（
日
）
に
斎
行
さ
れ

ま
す
。

　江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
、
仙
台
藩
領

内
で
は
干
ば
つ
や
疫
病
な
ど
が
絶
え

ず
、
塩
竈
で
も
町
民
の
生
活
を
脅
か

し
て
い
ま
し
た
。
苦
し
ん
だ
氏
子
た

ち
が
、
鹽
竈
大
神
に
祈
願
し
、
安
永

五
年
と
そ
の
翌
年
に
神
輿
渡
御
を

行
っ
た
と
こ
ろ
災
害
が
止
ん
だ
こ
と

か
ら
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
以

降
、
神
恩
に
感
謝
し
て
毎
年
行
う
よ

う
に
な
っ
た
の
が
花
ま
つ
り
の
始
ま

り
と
さ
れ
ま
す
。

　最
初
は
「
弥
生
祭
」
と
よ
ば
れ
三

月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

時
代
に
太
陽
暦
へ
の
改
暦
に
伴
い
祭

日
が
四
月
二
十
五
日
に
改
め
ら
れ
、

ち
ょ
う
ど
桜
の
時
期
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
名
称
も
「
花
ま
つ
り
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
六
十
年
に
四
月
第
四
日
曜
日
に

改
定
さ
れ
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

四
月
二
十
六
日

花
ま
つ
り

　
　

御
神
木
詣
り
始
め
ま
し
た

し
お
が
ま
さ
ま  

神
々
の
花
灯
り

　来
る
四
月
十
一
日
、
塩
竈
市
青
年
四
団
体
連
絡
協
議
会

に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
「
し
お
が
ま
さ
ま

　神
々

の
花
灯
り
」
が
当
社
境
内
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　当
日
は
午
後
六
時
か
ら
竹
ロ
ウ
ソ
ク
の
仄
か
な
灯
り
が
、

桜
咲
く
境
内
を
幻
想
的
に
照
ら
し
、
舞
殿
で
神
楽
な
ど
芸

能
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

当
社
の
御
神
木
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
楼
門

左
手
に
そ
び
え
る
杉
の
大
木
。
土
壌
を
養
生
し
、

根
を
保
護
す
る
た
め
周
囲
を
結
界
で
囲
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
橋
を
架
け
る
こ
と
で
御
神
木
近

く
で
お
詣
り
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

と
く
に
毎
月
一
日
は
柵
を
撤
去
し
、
御
神
木
の

す
ぐ
近
く
で
お
詣
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
御
神
木
は
推
定
樹
齢
八
百
年
と
も
い
わ
れ

て
お
り
、
境
内
に
植
生
す
る
樹
木
の
う
ち
で
最
も

古
い
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
、
塩
竈
出
身
の
画
家
・

小
池
曲
江
に
よ
る
「
塩

竈
松
島
図
屏
風
」（
鹽
竈

神
社
博
物
館
蔵
）
に
も

印
象
的
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。

皆
様
も
、
古
く
か
ら

氏
子
崇
敬
者
の
往
来
を

見
守
っ
て
き
た
御
神
木

を
お
詣
り
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
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　昭
和
二
十
三
年
に
始
ま
り
第
七
十
八
回
目

と
な
る
乾
海
苔
品
評
会
が
一
月
十
一
日
、
当

社
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
漁
期
は
、
記
録
的
な
猛
暑
の
中
、
種
網

の
育
苗
管
理
に
苦
労
し
た
も
の
の
、
十
一
月

後
半
以
降
、
漁
場
環
境
が
回
復
し
質
の
良
い

乾
海
苔
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　県
漁
協
各
支
所
を
通
じ
て
出
品
さ
れ
た

九
十
点
の
乾
海
苔
は
、
六
日
に
行
わ
れ
た
審

査
の
結
果
、
優
賞
に
菊
地
幹
彦
氏
が
、
準
優

賞
に
手
代
木
千
年
氏
が
選
ば
れ
た
他
、
下
記

の
五
十
八
名
の
方
々
が
入
賞
。

　十
一
日
当
日
は
鹽
竈
神
社
左
右
宮
拝
殿
に

お
い
て
奉
献
感
謝
祭
が
関
係
者
参
列
の
も
と

斎
行
さ
れ
た
ほ
か
、
祭
務
所
に
て
出
品
海
苔

が
展
示
さ
れ
、
連
休
で
訪
れ
た
多
く
の
参
拝

者
が
色
や
香
り
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

塩
竈
市
の
生
涯
学
習
課
で
推
進
し
て
い
る
「
し
お
が

ま
っ
子
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
市
内
在
住
の
十
八
歳

以
下
の
「
し
お
が
ま
っ
子
」
の
夢
を
応
援
す
る
こ
の
事
業

に
、
当
社
と
し
て
も
協
力
し
ま
し
た
。

市
内
小
学
校
に
在
学
す
る
原
田
み
の
り
さ
ん
は
、
か
ね

て
書
道
に
強
く
関
心
を
も
ち
、
今
回
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス

に
お
目
出
た
い
言
葉
を
墨
で
書
き
鹽
竈
神
社
に
飾
り
た

い
、
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。“
み
ん
な
に
幸
せ

を
届
け
る
〟
と
い
う
彼
女
の
願
い
に
共
感
し
た
、
仙
台
育

英
書
道
部
に
所
属
す
る
佐
藤
涼
音
さ
ん
・
佐
藤
慶
音
さ
ん

姉
弟
の
協
力
を
得
て
、
書
道
作
品
「
寿こ
と
ほ
ぎ鬼
」
を
制
作
。
縦
一
・

五
ｍ
×
横
四
ｍ
の
和
紙
に
「
年
が
明
け
て
不ふ

く

わ

ら

苦
笑
い
、
み

ん
な
笑
顔
で

お
目め

で

た

い

出
鯛
」

の

文

言

と
、

中
央
に
大
き

く

朱

墨

で

「
寿
」
の
字
が

書
か
れ
た
大

作
で
す
。

こ
の
一
月

二
十
七
日
か

ら
二
月
十
五

日
に
か
け
絵

馬
殿
に
展
示

し
、
多
く
の

参
拝
者
に
ご

覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　宮
戸
支
所 

雫
石

　
　博
幸

　東
宮
浜
地
区 

名
村

　
　朝
洋

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

山
﨑

　
　浩
樹

参
等
賞
（
ア
イ
サ
ン
工
業
㈱
賞
他
）

　吉
田
浜
地
区 

赤
間

　
　善
勝

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

石
森

　
　圭
太

　宮
戸
支
所 

奥
田

　
　正
勝

　要
害
地
区 

梶
田

　
　利
一

　宮
戸
支
所 

菊
地

　
　
　勇

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

坂
本

　
　
　寿

　花
渕
浜
地
区 

佐
藤

　
　勝
利

　吉
田
浜
地
区 

鈴
木

　
　信
悦

　宮
戸
支
所 

千
葉

　
　富
夫

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

津
軽

　
　圭
一

　吉
田
浜
地
区 

沼
田

　
　一
幸

　宮
戸
支
所 

門
馬

　
　哲
也

　東
宮
浜
地
区 

我
妻

　
　貞
俊

　松
ヶ
浜
地
区 

大
町

　
　
　昭

四
等
賞
（
㈱
サ
ン
エ
イ
海
苔
賞
他
）

　石
巻
湾
支
所 

相
沢

　
　
　充

　菖
蒲
田
浜
地
区 

伊
丹

　
　幸
一

　宮
戸
西
部
支
所 

尾
形

　
　文
秀

　鳴
瀬
支
所 

鹿
野

　
　拓
洋

　宮
戸
支
所 

櫻
井

　
　
　勝

　東
宮
浜
地
区 

瀬
戸

　
　博
之

　宮
戸
支
所 

千
葉

　
　政
敏

　東
宮
浜
地
区 

星

　
　
　長
一

　石
巻
地
区
支
所 

㈲
千
葉
海
産

　東
宮
浜
地
区 

我
妻

　
　賢
一

奨
励
賞

　矢
本
支
所 

三
浦

　
　一
郎

ほ
か
十
三
名

産
業
功
労
賞

　松
ヶ
浜
地
区 

大
町

　
　
　昭

ほ
か
九
名

　尚
、
優
賞
・
準
優
賞
の
両
氏
は
、

二
月
十
三
日
に
宮
司
と
共
に
皇
居
に

参
内
し
、
宮
内
庁
掌
典
職
を
通
じ
畏

く
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
じ
め
各
宮

家
へ
の
献
上
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

受

賞

者
（
敬
称
略
）

優
賞
（
宮
城
県
知
事
賞
）

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

菊
地

　
　幹
彦

準
優
賞
（
塩
竈
市
長
賞
）

　鳴
瀬
支
所 

手
代
木

　千
年

壱
等
賞
（
東
松
島
市
長
賞
他
）

　鳴
瀬
支
所 

手
代
木

　浩
二

　石
巻
湾
支
所 

丹
野

　
　
　薫

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

津
田

　
　雅
彦

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

赤
間

　
　竹
晴

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

㈱

恵

比

寿

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

木
村

　
　
　宏

弐
等
賞

（
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞
他
）

　矢
本
支
所 

相
澤

　
　裕
太

　宮
戸
支
所 

阿
部

　
　信
弘

　石
巻
湾
支
所 

近
藤

　
　正
昭

　仙
南
支
所
（
亘
理
） 

宍
戸

　
　敏
浩

　花
渕
浜
地
区 

鈴
木

　
　順
治

　石
巻
湾
支
所 

中
井

　
　裕
紀

　石
巻
湾
支
所 

本
田

　
　智
章

　塩
釜
地
区
支
所 

㈲
千
葉
水
産

技
術
賞

（
東
北
海
苔
問
屋
協
同
組
合
理
事
長
賞
他
）

　矢
本
支
所 

相
澤

　
　
　太

　代
ヶ
崎
浜
地
区 

佐
藤

　
　勘
二

第
七
十
八
回

　奉
献
乾
海
苔
品
評
会

塩
竈
市
事
業

「
し
お
が
ま
っ
子

�

夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

書
道
作
品
展
示
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　二
月
一
日
・
三
日
の
両
日
、
立
春
の
節
目

に
一
年
の
厄
災
消
除
と
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
節
分
祭
追
儺
式
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　門
内
を
埋
め
尽
く
し
た
参
拝
者
は
、
舞
台

か
ら
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
と

も
に
撒
か
れ
る
福
豆
を
懸
命
に
拾
っ
て
い
ま

し
た
。

　御
奉
仕
い
た
だ
い
た
方
々
と
、
福
景
品
を

御
協
賛
さ
れ
た
企
業
団
体
を
左
記
に
御
紹
介

し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

　

◆
御
来
賓

　伊
達
家
十
八
代
当
主 

伊
達

　𣳾𣳾
𣳾

　塩
竈
市
長 

佐
藤

　光
樹

　宮
城
県
議
会
議
員 

阿
部

　眞
喜

　塩
釜
警
察
署
長 

北
浦

　智
之

　
　〃

　副
署
長 

大
友

　拓
世

 

伊
藤
信
太
郎

◆
年
男
・
年
女
奉
仕
者

〈
一
日
〉 

相
澤

　清
夫
・
鈴
木

　寧
々

ほ
か
計
一
四
七
名

〈
二
日
〉 

門
田

　記
一
・
古
内

　伽
奈

ほ
か
計
一
一
九
名

◆
福
景
品
御
協
賛
（
順
不
同
）

菅
原
園
茶
舗
・
福
寿
司
・
ラ
イ
フ
＆
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
た
か
は
し
・
Ｍ
Ｓ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
郷
家
第
三
歯
科
医
院
・
漢
方
の
塩
釜

芍
薬
堂
・
小
松
館
好
風
亭
・
稲
庭
う
ど
ん
瀧

さ
わ
家
・
ビ
ー
シ
ッ
ク
・
救
心
製
薬
仙
台
営

業
所
・
ク
ラ
シ
エ
薬
品
・
ダ
イ
ワ
生
物
研
究

所
・
日
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
仙
台
営
業
所
・
ム
サ

シ
ノ
製
薬
・
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
・
柳
川
商
店
・

レ
ス
ト
ラ
ン 

シ
ェ
ヌ
ー
・
白
寿
殿
・
大
友

義
雄
・
松
和
産
業
・
塩
釜
地
方
卸
売
市
場
・

ご
ん
き
や
・
今
野
商
店
・
宮
本
商
店
・
た
か

せ
さ
と
し
美
容
室
・
プ
リ
ン
ス
食
品
・
Ｉ
Ｂ

Ｉ
Ｚ
Ａ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
多

賀
城
大
代
五
丁
目
店
・
エ
ン
ド
ー
グ
ル
ー

プ
・
仙
台
水
族
館
開
発
・
星
の
り
店
・
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン 

シ
ー
ソ
ー
・
澁
谷
商
店
・

フ
ー
ル
セ
ッ
ク
ロ
ッ
シ
ュ
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
仙

台
製
油
所
・
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
バ
ー
ガ
ー

シ
ョ
ッ
プ
・
春
日
屋
商
店
・
写
真
屋
さ
ん

21
・
松
野
・
水
野
水
産
・
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト

ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
・
勝
山
水
産
・
佐
々
勘
商

店
・
ヤ
マ
ス
蒲
鉾
店
・
松
島
蒲
鉾
本
舗
・
顔

晴
れ
塩
竈
・
菓
匠 

榮
太
楼
・
東
日
本
ソ
ル

ト
仙
台
営
業
所
・
東
陽
防
災
設
備
・
塩
釜
ガ

ス
・
シ
ョ
ッ
プ
サ
ト
ー
佐
藤
良
明
・
北
浜
フ
ー

ド
・
八
百
大
・
直
江
商
店
・
キ
ク
ニ
・
す
し

哲
・
矢
部
園
・
石
井
商
店
・
柴
崎
屋
・
塩
釜

マ
ル
サ
・
マ
ル
ミ
東
商
店
・
進
藤
正
毅
・
え

び
す
や
釣
具
店
・
阿
部
善
商
店
・
丹
六
園
・

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
塩
釜
店
・
大
黒
寿
司
・
増

友
商
店
・
蜂
屋
食
品
・
丸
勝
会
館
・
阿
部
勘

酒
造
・
佐
浦
・
和
食
の
小
島
・
鈴
忠
・
い
な

長
・
で
ん
六 

仙
台
支
店
・
仙
台
味
噌
醤
油
・

小
西
美
術
工
藝
社
・
松
田
製
粉
・
日
本
住
宅
・

マ
ル
マ
佐
々
木
水
産
・
一
ノ
蔵
・
阿
部
電
工

節分祭追儺式

去
る
一
月
二
十
八
日
、
第
七
十
二
回
文
化
財
防

火
デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
に
開
始
さ
れ
た
訓
練
で
は
、
乾
燥
注

意
報
の
発
令
中
に
、
古
神
符
納
所
付
近
の
山
林
に

お
い
て
火
災
が
発
生
し
、
強
風
で
御
社
殿
に
延
焼

す
る
恐
れ
が
大
き
く
な
っ
た
想
定
の
も
と
実
施
。

参
加
し
た
神
社
職
員
を
始
め
自
衛
消
防
隊
や
塩

釜
地
区
消
防
事
務
組
合
約
一
〇
〇
名
は
避
難
誘
導

や
初
期
消
火
・
宝
物
類
搬
出
に
取
り
組
み
、
志
波

彦
神
社
門
内
で
は
消
防
車
両
か
ら
の
一
斉
放
水
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

消

防

訓

実

施

練
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新
収
蔵
資
料
の
御
紹
介

今
回
は
、
近
年
新
た
に
収
蔵
し
た
資
料
の

う
ち
か
ら
次
の
刀
一
口
を
御
紹
介
し
ま
す
。

刀

　銘
（
表
）
用
恵
国
包
（
裏
）
正
保
三

年
八
月
吉
日
、
長
さ
六
九
・
一
㎝
、
反
り

一
・
五
㎝
、
宮
城
県
指
定
文
化
財

作
者
の
初
代
国く
に
か
ね包
（
一
五
九
二
〜
一
六
六

四
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
を
代
表
す
る
名
工

の
一
人
と
し
て
著
名
な
刀
工
で
す
。
同
工

は
、
名
を
源
蔵
と
称
し
、
慶
長
十
九
年
（
一

六
一
四
）
に
伊
達
政
宗
公
に
召
し
抱
え
ら
れ

て
主
命
に
よ
り
京
都
の
刀
工
・
越
中
守
正
俊

に
師
事
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
政
宗
公
の
覚
え

も
め
で
た
く
、
大
坂
の
陣
に
従
軍
し
た
際
に

政
宗
公
自
筆
の
和
歌
と
軍
扇
を
賜
り
ま
し
た

（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）
。
寛
永
四
年
（
一
六
二

七
）
に
山
城
大
掾
を
受
領
、
寛
永
十
五
年
（
一

六
三
八
）
に
は
瑞
巌
寺
の
雲
居
禅
師
よ
り

「
仁に
ん
た
く
よ
う
け
い

澤
用
恵
」
の
法
名
を
授
か
り
、
正
保
二

年
（
一
六
四
五
）
に
隠
居
し
た
後
も
「
用
恵

国
包
」
と
銘
し
て
作
刀
に
携
わ
り
ま
し
た
。

初
代
国
包
は
、
当
時
す
で
に
廃
れ
て
い
た

大や
ま
と
で
ん

和
伝
の
作
刀
流
儀
を
復
興
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
和
伝
は
、
頑
健
な
刀
身

の
造
形
や
刀
身
に
対
し
平
行
方
行
に
肌
目
が

あ
ら
わ
れ
た
柾ま

さ

め

は

だ

目
肌
の
鍛
え
、
直
線
的
な

直す

ぐ

は刃
の
刃
文
を
基
調
と
し
た
作
風
が
特
徴
と

さ
れ
、
初
代
国
包
も
こ
の
よ
う
な
作
風
で
生

涯
一
貫
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
初
代
国
包

の
作
風
は
、
江
戸
時
代
末
に
活
躍
し
た
十
三

代
国
包
ま
で
代
々
継
承
さ
れ
た
ほ
か
、
多
く

の
刀
工
に
影
響
を
与
え
て
仙
台
藩
独
自
の
作

風
が
育
ま
れ
る
核
と
な
り
ま
し
た
。

本
作
は
、
初
代
国
包
が
隠
居
の
翌
年
に
鍛

え
た
作
品
で
、
や
や
細
身
の
優
し
い
姿
に
は

晩
年
の
穏
や
か
な
作
域
が
う
か
が
わ
れ
ま
す

が
、
地
鉄
に
は
柾
目
肌
が
よ
く
つ
ん
で
細
や

か
な
景
色
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
刃
文
は
破

綻
な
い
直
刃
で
切
先
部
分
の
刃
文
は
先
が
返

ら
ず
に
焼
き
詰
め
と
な
る
な
ど
、
初
代
国
包

が
得
意
と
し
た
作
風
が
看
取
で
き
ま
す
。
美

術
的
価
値
に
加
え
、
歴
史
的
な
資
料
と
し
て

も
価
値
が
高
い
作
品
と
し
て
宮
城
県
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
館
料
金
等
の
変
更
に
つ
い
て

　令
和
八
年
四
月
一
日
よ
り
博
物
館
の
入
館

料
金
等
が
次
の
通
り
変
更
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
案
内
し
ま
す
。

○
入
館
料
金

　大
人
五
〇
〇
円

 

（
団
体
二
十
名
以
上
は
四
〇
〇
円
、
五
十
名

以
上
は
三
五
〇
円
）、
大
学
生
以
下
は
無
料

○
開
館
時
間

　午
前
九
時
〜
午
後
四
時

○
休

館

日

　木
曜
日
（
神
社
で
祭
典
が
あ

る
日
は
開
館
し
ま
す
）

　当
博
物
館
は
、
伝
来
の
宝
物
を
中
心
に
、

鹽
竈
神
社
に
か
か
わ
る
歴
史
資
料
等
を
収

集
・
保
存
す
る
と
と
も
に
、
展
示
・
公
開
を

通
じ
、
そ
の
悠
久
の
歴
史
を
広
く
伝
え
、
教

育
普
及
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
四
十
年
十
一
月
一
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

博
物
館
だ
よ
り

脇
差

　銘

　河
内
守
藤
原
國
次

 

亘
理
町

　佐
々
木

　文
司

　殿

佐
々
木
殿
に
は
こ
の
度
、
右
の
刀

剣
を
御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
者
の
国
次
（
〜
一
六
六
〇
）
は
、

仙
台
藩
の
御
刀
鍛
冶
・
大
友
国
次
系

の
初
祖
で
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）

に
伊
達
政
宗
公
に
召
し
抱
え
ら
れ
、

名
取
郡
に
お
い
て
作
刀
し
た
刀
工
で

す
。
本
作
は
、
長
さ
一
尺
六
寸
（
約

四
八
・
五
㎝
）
の
脇
指
で
、
板
目
肌
が

立
っ
た
鍛
え
に
力
強
い
乱
れ
刃
を
焼

い
て
お
り
、
初
代
国
次
の
得
意
と
し

た
作
風
が
示
さ
れ
た
一
口
で
す
。

付
属
の
黒
漆
塗
鞘
脇
指
拵
と
と
も

に
、
今
後
博
物
館
の
展
示
な
ど
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
御
礼

令
和
七
年
度
卒
業
式
挙
行

　当
社
内
に
置
く
神
職
養
成
所
の
卒

業
式
が
三
月
二
十
五
日
、
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　卒
業
生
の
小
関
達
也
君
は
、
御
神

前
で
の
奉
告
祭
の
の
ち
、
社
務
所
大

講
堂
で
行
わ
れ
た
式
典
で
、
父
兄
や

御
来
賓
・
講
師
が
見
守
る
な
か
、
証

書
や
神
職
の
階
位
証
の
授
与
を
受
け

ま
し
た
。

　卒
業
後
は
、
郷
里
の
山
形
県
高
畠

町
に
鎮
座
す
る
「
高
房
神
社
」
に
奉

職
し
ま
す
。

養
成
所
通
信

—

＊—

＊—

＊—

＊—
＊—

＊—
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社 

務 

所

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社

文

　芸

　欄

閉
院
を
告
ぐ
る
墨
痕
初
ざ
く
ら 
菅
原
　
　
和
子

立
春
の
日
ざ
し
真
中
に
地
域
猫 

佐
藤
　
　
光
江

春
立
つ
や
い
の
ち
と
平
和
歌
ふ
子
等 

佐
藤
　
　
悦
子

春
の
雪
夫
振
り
返
る
二
百
二
段 

齋
藤
　
　
豊
子

鳥
雲
に
サ
フ
ラ
ン
湯
の
在
り
し
店 

池
田
　
智
恵
子

散
髪
の
鋏
の
音
や
縁
小
春 

鈴
木
　
ゆ
う
子

雪
解
水
我
が
体
内
を
め
ぐ
り
お
り 

上
田
　
由
美
子

朝
寝
し
て
壺
中
の
天
を
め
ぐ
り
け
り 

今
田
　
須
美
子

午
く
い
く
み
く
じ
が
飛
ぶ
よ
鬼
や
ら
ひ 

今
野
　
紀
美
子

男
坂
い
ち
段
ご
と
に
春
き
ざ
す 

及
川
　
　
源
作

令
和
七
年

十
二
月

　八
日

　
　
　文
化
庁
文
化
資
源
活
用
課 

震
災
対
策
部
門

 

文
化
財
調
査
官

　玉
井
浩
登
氏

令
和
八
年

一
月　七

日

　
　
　宮
城
縣
護
國
神
社

　宮
司

　田
中
直
彦
氏

　九
日

　
　
　塩
釜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

十
名

　十
日

　
　
　安
住
淳
氏

　十
六
日

　
　責
任
役
員
総
代
合
同
会

　

 

十
五
名

　二
十
三
日

　竹
駒
神
社

　宮
司

　村
田
守
広
氏

二
月　七

日

　
　
　声
優
・
山
寺
宏
一
氏

　十
日

　
　
　衆
議
院
議
員
・
森
下
千
里
氏

参
拝
記
録

祭

事

案

内

四
月
か
ら
六
月

毎
月　一

日

　
　
　朔
日
祭

　　
〃
　

　
　
　曲
木
神
社
月
次
祭

　六
日

　
　
　御
釜
神
社
月
次
祭

　十
日

　
　
　鹽
竈
神
社
月
次
祭

　二
十
九
日

　志
波
彦
神
社
月
次
祭

四
月　二

十
六
日

　鹽
竈
神
社
花
ま
つ
り

　二
十
九
日

　昭
和
祭

五
月　十

日

　
　
　鹽
竈
桜
の
日
祈
願
祭

　　
〃
　

　
　
　氏
子
崇
敬
会
春
季
大
祭

六
月　三

十
日

　
　夏
越
大
祓
式

　こ
の
春
よ
り
神
社
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
本
紙
と
共
に

季
節
の
出
来
事
を
皆
様
に
お
届
け
致
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
岳
）

ま
た
な
の
お
か

昇
級　三

月
十
日
付
（
神
職
身
分
二
級
）

　
　権
禰
宜 

栗
生

　貴
史

新
任　一

月
二
十
六
日
付

　
　社
務
員 

尾
形
き
よ
子

　三
月
二
日
付

　
　社
務
員
見
習 

佐
藤

　義
宜

退
職　三

月
三
十
日
付

　
　苑

　丁 

髙
橋

　
　賢

　
　巫

　女 

大
沼

　れ
い

　
　
　〃 

菅
田

　
　楓

人
事
異
動

　去
る
二
月
十
日
、
衆
議
院
議
員
の
森
下
千

里
殿
が
正
式
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　森
下
議
員
は
、
二
日
前
に
実
施
さ
れ
た
衆

議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
宮
城
四
区
か
ら
立

候
補
し
当
選
さ
れ
た
ば
か
り
。
多
忙
を
極
め

る
な
か
、
大
神
様
に
奉
告
の
意
味
を
込
め
て

の
御
参
拝
で
し
た
。

衆
議
院
議
員

森
下
千
里
環
境
大
臣
政
務
官
参
拝

　御
社
殿
等
の
銅
板
屋
根
修
復
の
た

め
、
左
記
の
方
々
よ
り
御
奉
納
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

 

（
敬
称
略
）

令
和
七
年

十
二
月

　埼
玉
県 

飯
野

　美
紀

ほ
か
一
五
六
名

令
和
八
年

一
月

　
　登
米
市 

尾
形

　和
美

ほ
か
一
三
九
名

二
月

　
　大
阪
府 

中
川

　秀
之

ほ
か
一
二
七
名

銅
板
奉
納
者
芳
名


